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避難退域時検査場所候補地選定の考え方
参考６

 青森県では、緊急時の避難を円滑に行うため、UPZ圏内人口や避難経路等を考慮し、避難元市町村
と各避難退域時検査場所の対応付けを行ったうえで、避難経路上に候補地をあらかじめ準備。

避難退域時検査場所の候補地の設定
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：避難退域時検査場所候補地
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避難退域時検査場所の運営体制

 避難退域時検査場所は、青森県及び原子力事業者が国、関係市町村、関係機関の協力のもと運営。

 原子力事業者は備蓄資機材を活用し、●●人程度の要員を避難退域時検査場所へ動員。

 指定公共機関（国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構・国立研究開発法人日本原子力研
究開発機構）は国及び青森県からの要請に基づき、要員及び資機材による支援を実施。

東通地域の避難退域時検査場所における検査及び簡易除染の体制（例）
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国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構（千葉市）

ｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰ
(東通村防災ｾﾝﾀｰ)

指導・助言

相談

避難退域時
検査場所等

国立研究開発法人
量子科学技術研究開発機構

（いずれの車両も衛星通信回線を装備）

大型救急車
患者搬送

支 援 車
現場指揮、

資機材・人員搬送

検査測定車
ﾐﾆﾗﾎﾞ付き、線量評価測定

 国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構は、緊急時、国及び関係自治体の要請に基づき、ｵ
ﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰに専門家、必要に応じ救急搬送車両等を派遣。また、必要に応じ、避難退域時検査等に
おける指導・協力を実施。また、機構からは、原子力災害医療に関する相談への指導・助言も実施。

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構による協力体制

2011.03 東京電力（株）福島第一原子力発
電所の事故時におけるOFC（大熊町）での活動
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